
高速炉サイクル技術は、 エネルギーの長期安定確保とカーボンニュートラルの同時達成、 放射性廃棄
物問題の軽減という諸課題の解決に対して重要な役割を果たします。 高速炉サイクル技術の社会実
装に向けた技術開発を進め、 人々が安心して豊かに暮らせる未来社会の実現に貢献します。

高速炉サイクル技術の社会実装に向けて

高速炉・新型炉研究開発部門

「常陽」、 「もんじゅ」で蓄積した知見 ・ 経験、 先進的な規格基準類やシミュレーションコード等の多くの
研究開発成果を、2040 年代の運転開始を目指す実証炉開発に活かす

次世代革新炉の実現に向けた先進的技術基盤の構築

使用済燃料からマイナーアクチノイド (MA)* を回収、高速炉で照射（核変換）することで技術を実証

放射性廃棄物の減容化 ・有害度低減を目指した研究開発

有害度の高い
廃棄物を
燃料に加工

照射した
燃料の検査

照射済燃料を溶かして
有害度の高い廃棄物を分離

SmART︓Small Amount of Reuse Fuel Test Cycle

高速炉で照射すると
廃棄物の有害度が低減

SmARTサイクル研究

使用済燃料の中に含まれる核分裂生成物のうち、特に長期間にわたって高い放射能
をもち、発熱し続ける元素のグループ（代表的な元素 : アメリシウム、ネプツニウム）

※ 潜在的有害度の継続期間の短縮
（約 10 万年→約 300 年）

試験による現象解明とシミュレーションツールの検証

医療用ラジオアイソトープ (Ac-225) 製造によるがん治療への貢献

実プラントの知見を知識ベース化
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「もんじゅ」

シミュレーション、 AI、 知識
ベースの組合わせで、 原子
炉の設計を最適化小型化前 小型化

安全性を保ったまま、
格納容器を小型化

最適化を支援する
システム

シミュレーション
システム 知識を集積し

活用するシステム

Advanced Reactor Knowledge- and AI-aided Design
Integra�on Approach through the whole plant lifecycle
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先進的な規格基準類の開発

構造規格（設計 ・ 建設規格、維持規格等） 

安全設計基準類の
国際標準化

安全設計基準 
安全目標水準

安全設計
クライテリア

安全設計
ガイドライン

技術規格 ・ 技術基準

格納容器

実証炉

「常陽」

社会福祉への貢献


